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研究背景
目標
AIを使って脳波から感情を検出したい

課題
・ データセットがない
・ AIが脳波と感情に関係のある特徴を判別しているかわからない

本研究
・ 脳波と感情のデータセットを作成する
・ XAI（説明可能なAI）を利用して、重要な特徴のみを利用

実験概要
提案手法
Recall（検出率）を利用して、検出率が低いクラスを
精度を向上させる特徴を選択する

データセット
脳波の特徴
個人ごとに特徴が変わるため、基本的に学習した人でしか
高い予測精度は得られないことが多い

2種類のテストデータを用意
1つ目： 学習者のみのテストデータ
2つ目： 未学習者を含むテストデータ

実験結果
学習者のみのテストデータ

未学習者を含むテストデータ

考察
・ 学習者のみの結果からより少ない特徴でもより高い精度を得た
・ 未学習者の結果から被験者ごとに共通する脳波と感情の関係

は少ないことが考えられる

今後の展望
・ データセットに被験者ごとで共通する特徴が少ないことから

GANを利用した個人に頼らないデータセット作成の検討
・ 個人の特定ができないようなデータセットの変更

関連研究
本研究と関連研究の位置づけ
・ 被験者数が少ない
・ 感情数が少ない
・ 評価方法がアンケート形式となっている

SHAP（説明可能なAI）
従来： 機械学習の判断根拠は不明であった
最新： XAIにより機械学習の判断根拠が推定できるようになった

SHapley Additive exPlanations（SHAP）

SHAPを用いた特徴選択[6]
・ 機械学習が重要だと判断した特徴を選出
・ 多数の入力データから重要なもののみを抽出

課題
クラスごとの検出率が考慮されておらず、検出率が低いものだけが
重視している特徴が減衰される可能性がある
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Model Method Features Acc Recall

XGBoost - 56 98.98 % 98.86 %

既存手法 Addition 14 98.92 % 98.82 %

本手法 Multiplication 14 99.02 % 98.92 %

Model Method Features Acc Recall

XGBoost - 56 56.87 % 56.55 %

既存手法 Addition 14 56.15 % 55.50 %

本手法 Multiplication 14 56.15 % 55.46 %


